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バトンを受け力走する選手たち

るいドう簡もその
都
圏
町
内
小
中
学
技

陸
上
競
技
大
会

十
月
十
五
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
平
成
四
年
度
町
内
小
学
校
陸
上
競
技

大
会
が
聞
か
れ
、
男
女
合
わ
せ
て
十
四
競

技
約
百
人
が
記
録
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

(
表
彰
は
P
H
に
掲
載
)

ま
た
、
十
月
二
十
一
日
、
長
浜
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
平
成
四
年
度
喜
多
郡
小
学

校
・
新
人
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
聞
か

れ
、
馬
場
あ
ゆ
み
さ
ん
(
長
浜
小
六
年
)

と
村
上
こ
ず
え
さ
ん
(
長
浜
中
一
年
)
が
、

士
一
競
技
で
優
勝
す
る
な
ど
町
内
女
子
選
手

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
(
表
彰
は

P

U
に
掲
載
)
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議会第 3固定例会

長
浜
港
改
修

事

業

ほ

か

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
四
年
度
一
般
会
計
に
七
億
五

千
十
四
万
八
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
、
六
十
五
億
三
千
八
百
三
十
四

万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
主
な
使
い

み
ち
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
総
務
費
一
財
産
管
理
費
と
し
て
、
減

債
、
土
地
開
発
、
地
域
福
祉
の
各
基
金

積
立
金
を
合
わ
せ
て
一
億
四
千
三
万
九

千
円
。
一
民
生
費
一
地
方
改
詳
対
策
費
と
し
て
、

大
谷
口
J
R
画
渠
拡
幅
工
事
に
伴
、
っ
、

工
事
請
負
費
、
負
担
金
な
ど
三
千
百
五

十
万
円
。

一般質問の答弁をする上回町長

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
、
九

月
一
一
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
同
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
、
王
な
も

の
は
、
平
成
三
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
長
浜
町
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

1
派
遣
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
四
年
度

一
商
工
費
一
観
光
費
と
し
て
、
国
鉄
精

算
事
業
団
か
ら
購
入
し
た
駅
前
の
町
有

地
に
、
観
光
案
内
所
を
整
備
す
る
工
事

請
負
費
ほ
か
一
千
九
十
四
万
一
一
千
円
。

一
土
木
費
一
町
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
大
平
線
ほ
か
、
四
路
線
の
改
良
工

事
請
負
費
な
ど
九
千
十
八
万
円
。

県
常
工
事
費
と
し
て
、
長
浜
港
改
修

事
業
に
係
る
負
担
金
一
一
億
五
千
七
百
七

十
九
万
九
千
円
。

町
道
加
世
大
越
線
の

災
害
復
拙
工
事

請
鼻
契
約
の
締
結

平
成
一
一
年
九
月
の
台
風
十
九
号
に
よ

り
被
災
し
、
平
成
三
年
七
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
で
再
度
被
災
し
た
町
道
加
世
j

大
越
線
の
災
害
復
旧
工
事
は
、
七
千
三

百
一
一
十
八
万
四
千
五
百
円
で
伊
諜
建
設

長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
十
四
件
。
長
浜
町
議
会
議
員
の
定
数

を
減
少
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
長
浜

沖
砂
利
採
取
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

な
ど
の
議
会
提
出
案
件
三
件
。

例
月
出
納
検
査
報
告
書
、
寄
付
採
納

報
告
書
な
ど
議
会
報
告
案
件
は
三
件
で
、

議
案
、
議
提
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
さ
れ
、
議
報
告
書
も
受
理
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

工
業
合
名
会
社
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
。
ハ
l

派
遣
手
数
料

徴
収
条
例
の
改
正

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
派
遣
手
数
料
徴
収

条
例
は
、
回
、
県
の
ホ
1
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
費
用
負
担
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
町
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
在

宅
老
人
福
祉
対
策
事
業
の
適
正
か
っ
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
改
正
さ
れ
た

も
の
で
す
。

長
浜
町
議
会

議
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正

長
浜
町
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
町
の
人
口
減
少
に
伴
い

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
実
現
す
る
た

め
、
現
在
の
議
員
定
数
十
八
人
を
十
六

人
に
減
ら
す
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
c

な
お
、
こ
の
条
例
は
次
期
長
浜
町
議

会
議
員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

砂
利
採
取
調
査

特
関
委
員
会
を

設

置

長
浜
町
議
会
に
長
浜
沖
砂
利
採
取
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
長
浜
沖
砂
利
採
取

に
か
か
わ
る
海
岸
保
全
等
諸
問
題
を
解

明
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

般

質

同

こ
れ
か
ら
の
経
過
と

結
果
を
み
た
う
え
で

質
問
・
・
・
砂
利
採
取
に
伴
う
右
翼
恐
喝

に
関
す
る
件
(
田
中
定
幸
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
八
月
三
十
日
付
け

の
愛
援
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
長
浜
沖
の

砂
利
採
取
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
議
会

で
も
お
答
え
し
た
が
、
こ
の
問
題
は
、

司
法
の
手
に
あ
る
事
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
経
過
と
結
果
を
見
た
う
え
で
私
な

り
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。ま
た
、
海
岸
線
に
お
け
る
公
共
事
業

に
絡
む
金
銭
云
々
に
つ
い
て
は
、
業
者

と
関
係
漁
民
間
の
こ
と
で
あ
り
、
言
及

は
出
来
か
ね
る
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

第
二
次
開
発
事
業
に
伴
、
つ
漁
業
補
償

に
つ
い
て
は
、
消
滅
補
償
、
影
響
補
償

金
を
予
算
計
上
し
妥
結
し
て
い
る
。

全
農
立
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
の

振
興
計
画
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建

設
基
本
構
想
に
某
一
づ
く
も
の
で
あ
る
事

か
ら
、
再
三
漁
業
協
同
組
合
理
事
会
に

出
席
し
、
ま
た
、
県
経
済
連
と
の
関
係

も
あ
り
、
一
宮
組
合
長
さ
ん
共
々
、
全

農
立
地
に
つ
き
一
一
宮
漁
協
組
合
長
さ
ん

に
、
ご
理
解
頂
く
た
め
お
願
い
を
申
し

上
げ
た
こ
と
は
、
一
一
、
三
度
あ
る
と
記

憶
し
て
い
る
。

長
浜
沖
砂
利
採
取
に
当
た
り
、
長
浜

漁
協
の
同
意
書
及
び
県
外
搬
出
、
採
取

区
域
の
違
反
等
の
利
便
の
た
め
に
ョ
業

者
よ
り
多
年
に
わ
た
り
、
漁
協
に
対
し

て
大
き
な
お
金
が
動
い
て
い
る
と
い
う

話
に
つ
い
て
は
、
一
部
で
そ
の
よ
う
な

風
評
を
側
聞
し
た
事
は
あ
る
が
、
真
実

で
な
い
事
を
只
々
願
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。厳
し
い
取
り

締
ま
切
を
要
望

質
問
・
・
・
砂
利
採
取
に
伴
、
つ
海
岸
保
全
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の
調
査
に
つ
い
て
(
津
田
龍
雄
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
砂
利
の
県
外
搬
出

に
つ
い
て
、
県
の
認
可
条
件
に
は
「
海

砂
利
の
県
外
搬
出
の
禁
止
」
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
、
砂

利
採
取
取
締
法
に
関
わ
る
法
令
等
に
よ

り
、
許
可
の
取
消
、
ま
た
は
、
六
ヶ
月

以
内
の
砂
利
採
取
停
止
の
厳
し
い
規
則

が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
そ
の
事
実
は
発

生
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
県
当
局
に
対
し
厳
し
い

取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
頂
く
よ
う
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
肱
川
河
口
地
先
で
の
砂
利
採

取
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
一
年
に
採

取
区
域
が
設
定
さ
れ
、
十
四
年
間
行
わ

れ
て
い
る
。
採
取
量
に
つ
い
て
は
、
現

在
八
社
が
許
可
操
業
し
て
お
り
、
年
間

の
採
取
量
が
約
百
四
十
万
立
方

M
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
採
取
量
を
合
わ
せ

る
と
約
一
千
六
百
万
立
方
針
に
達
し
て

い
る
。ま
た
、
採
取
区
域
に
つ
い
て
は
、
長

浜
港
防
波
堤
沖
千
七
百
川
で
、
北
東
か

ら
南
西
方
向
に
千
二
百
討
、
幅
五
百
五

十
討
の
六
十
六
万
平
方
M
M
が
、
認
可
区

域
と
な
っ
て
い
る
。
賦
存
量
に
つ
い
て

は
、
沼
市
の
資
料
に
よ
る
と
当
初
付
近
海

域
で
約
一
億
五
千
八
百
万
立
方

Mと
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

海
域
の
調
査
に
つ
い
て
、
今
年
一
二
月

に
徳
島
県
鳴
門
市
で
砂
浜
が
流
出
し
た

問質自宣

事
と
同
様
な
事
が
発
生
し
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
当
町
の
海
岸
で
は
、

こ
の
よ
う
な
事
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、

当
町
の
海
岸
保
全
、
防
災
、
或
は
、
水

産
等
の
面
な
ど
諸
々
の
事
を
踏
ま
え
、

町
の
将
来
に
も
関
わ
る
重
要
な
事
な
の

で
、
そ
の
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
「
長
浜
沖
砂
利
採
取
に
関
す
る
調
査

会
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
私
の
判
断

す
べ
き
事
で
は
な
い
が
、
議
会
と
し
て

十
分
検
討
、
協
議
さ
れ
、
判
断
さ
れ
る

べ
き
だ
と
思
う
の
で
、
ご
理
解
頂
き
た

ト

v

自
主
性
、
か

失
わ
れ
者
い
よ
う

支
携
し
た
い

質
問
:
・
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

(
菊
地
儀
明
議
員
)

砂利採取で懸念される海岸線

答
弁
(
町
長
)
・
:
地
域
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
、
当
町
で
は
、
二
十
一
世
紀

の
地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
町

づ
く
り
」
「
里
ε

つ
く
り
」
「
心
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
町
政
を
推
進
し
て
い
る
が
、

地
域
毎
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
各

公
民
館
を
中
心
に
地
域
ぐ
る
み
で
実
行

委
員
会
を
つ
く
る
な
ど
、
向
主
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
大
掛
か
り

な
イ
ベ
ン
ト
や
各
祭
典
事
業
な
ど
は
、

既
定
の
公
民
館
予
算
で
は
賄
い
切
れ
な

い
の
で
、
こ
の
熱
気
溢
れ
る
地
域
住
民

の
活
動
を
側
面
か
ら
支
え
る
た
め
に
、

現
在
、
企
画
調
整
課
に
お
い
て
「
長
浜

町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
推
進
要
綱
」

を
作
成
中
で
あ
り
、
そ
の
中
で
助
成
措

置
と
し
て
、
今
後
長
浜
町
に
相
応
し
い

イ
ベ
ン
ト
、
祭
り
行
事
等
の
中
か
ら
抽

同
し
、
自
主
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
胤
太
鼓
の
そ
の
後
の
経
過
に

つ
い
て
は
、
六
刀
二
十
九
日
に
胤
太
鼓

創
設
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
委

員
会
は
、
文
化
検
討
委
員
会
、
太
鼓
愛

好
者
、
町
職
員
を
含
め
十
四
人
で
結
成

し
て
い
る
。

な
お
、
同
日
第
一
回
目
の
実
行
委
員

会
を
開
催
し
、
役
員
の
選
任
、
県
内
市

町
村
に
創
設
さ
れ
て
い
る
和
太
鼓
の
活

動
状
況
等
の
説
明
と
、
太
鼓
の
名
称
を

「
山
風
太
鼓
」
と
正
式
に
命
名
し
、
更
に

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
る
。ま
た
、
七
月
六
日
か
ら
八
月
二
十
四

日
ま
で
の
問
、
太
鼓
打
ち
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
合
計
一
二
十
五
人
の
応
募
を
受

け
て
お
り
、
概
ね
二
チ

l
ム
は
編
成
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

霊
園
期
完
成
位
向
付

援
択
を
要
望

地t或ぐるみで行われている豊茂ふるさとまつり

質
問
:
・
漁
港
、
船
だ
ま
り
の
(
櫛
生
、

沖
浦
漁
港
と
小
型
船
だ
ま
り
)
早
期
完

成
と
進
捗
に
つ
い
て
(
一
一
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
櫛
生
漁
港
に
つ
い

て
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
の
第
八

次
漁
港
整
備
計
画
の
修
築
事
業
と
し
て
、

平
成
五
年
ま
で
の
六
か
年
で
、
総
事
業

費
十
三
億
五
千
万
円
を
か
け
て
整
備
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

事
業
は
、
国
道
三
七
八
号
改
良
計
画
と

の
整
合
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
早

期
完
成
に
努
め
る
所
存
で
あ
る
。
残
る

外
郭
施
設
、
防
波
堤
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
第
九
次
漁
港
整
備
長
期
計
画

に
採
択
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
、

協
議
中
で
あ
る
。

ま
た
、
沖
浦
漁
港
に
つ
い
て
は
、
港

内
の
静
穏
度
を
高
め
る
た
め
、
局
部
改

良
事
業
に
よ
り
約
六
十
げ
の
一
文
字
防

波
堤
を
整
備
す
る
計
画
で
、
平
成
元
、

二
年
度
に
お
い
て
、
一
一
十
三
・
五
討
を

実
施
し
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
事
業
の
採
択
を
要
望
し
て
い

る。
次
に
、
現
在
整
備
中
の
小
型
船
だ
ま

り
は
、
長
浜
港
改
修
事
業
と
し
て
拓
海

地
区
前
面
の
公
共
岸
壁
と
共
に
、
国
・

県
に
お
い
て
積
極
的
に
整
備
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

整備が着々と進む船だまり
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間

ま
た
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
全

体
計
画
の
外
郭
施
設
延
長
で
一
一
言
、
っ
と
、

防
波
堤
三
百
七
十
討
、
物
揚
場
五
百
一
一

十
討
、
船
揚
場
百
討
、
護
岸
四
百
八
十

九
討
の
総
延
長
一
千
四
百
七
十
九
釘
の

内
、
防
波
堤
三
一
百
M
州
、
物
揚
場
四
百
六

十
討
、
護
岸
三
百
二
十
九
討
の
出
来
形

延
長
一
千
八
十
九
討
が
今
年
度
概
成
さ

れ
、
外
郭
施
設
延
長
で
の
進
捗
率
は
約

七
三
が
日
ト
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
環
境
緑
地
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
末
緑
地
用
地
一
一
万
二
千
九
百
平
方

M
が
概
成
さ
れ
る
の
で
、
平
成
五
年
か

ら
六
年
度
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
利
用
し
て
頂
け
る
施
設
の
整
備

が
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

質荷量

現
実
に
酬
附
し
た

職
務
遂
行
能
力
を

質
問
・
:
職
員
の
指
導
・
研
修
に
つ
い

て
三
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
職
員
の
指
導
・
研

修
に
つ
い
て
、
私
が
、
常
々
職
員
に
指

導
し
て
い
る
の
は
、
公
務
員
は
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
全
力
で
職
務
に
専
念

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り
、

き
び
き
び
し
た
中
に
も
和
や
か
な
対
応

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

研
修
に
つ
い
て
は
、
「
県
職
員
・
市

町
村
職
員
合
同
研
修
」
「
市
町
村
課
長

研
修
」
「
係
長
研
修
」
「
一
般
研
修
」

「
ふ
る
さ
と
ミ
つ
く
り
研
修
」
な
ど
の
研

修
へ
参
加
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
町
独

自
の
職
員
同
和
教
育
研
修
、
一
般
職
員

研
修
を
年
一
一
回
ず
つ
実
施
し
て
い
る
。

新
規
採
用
職
員
の
研
修
で
は
、
机
上

論
者
的
職
員
で
は
な
く
、
現
実
に
即
し

た
職
務
遂
行
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て

ゆ
く
べ
き
指
導
を
し
て
お
り
、
回
覧
、

国
旗
掲
揚
、
庁
舎
周
辺
の
美
化
、
一
日

消
防
、
保
育
所
、
水
道
、
衛
生
、
公
衆

ト
イ
レ
の
清
掃
業
務
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
を
養
う
研
修
な
ど
も
実
施
し
て

い
る
。態

響
評
価
を

も
と
に
解
決

質
問
:
河
辺
川
ダ
ム
の
建
設
に
伴
う

分
水
に
対
す
る
理
事
者
の
対
応
に
つ
い

て
(
一

A

宵
英
一
一
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設

問
題
に
つ
い
て
、
現
地
の
肱
川
町
で
は
、

建
設
省
と
町
及
び
町
民
の
で
一
一
者
聞
に
お

い
て
、
建
設
省
側
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
建
設
に
向
け
て
順
次
話
は
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
町
に

と
っ
て
は
、
こ
の
こ
と
は
大
変
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
た
最

大
の
懸
念
事
項
で
あ
る
の
で
、
慎
重
に

対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
建
設

と
分
水
は
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
、

ダ
ム
建
設
計
画
及
び
分
水
計
画
で
、
当

町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
、

ま
た
、
そ
の
考
え
方
は
ど
う
か
な
ど
を

専
門
家
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
共
に
、

流
域
一
体
で
調
査
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
町
が
独
自
に
行
っ
た
学
識
経
験

者
の
ダ
ム
建
設
と
分
水
に
よ
る
影
響
評

価
を
も
と
に
行
政
、
議
会
、
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
調
査
、
研
究
し
、
町
民
へ

の
影
響
は
も
と
よ
り
、
町
の
将
来
に
禍

根
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
解
決
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
c畏

主
的
%
能
率
的
窓

行
政
の
推
進
を

質
問
・
:
理
事
者
の
政
治
姿
勢
に
つ
い 夕、ム建設問題で心配される肱川流域

て
(
一
一
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
、
私
は
、
公
平
な
福
祉
や
民
主
的
か

っ
能
率
的
な
行
政
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
基
本
的
な
精
神
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
農
林
水
産
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

公
平
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

私
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
一
貫

し
て
誠
実
・
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
常
に
念
頭
に
お
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
と
し
て
も
、

そ
の
精
神
を
常
に
配
慮
し
な
が
ら
、
施

策
の
配
分
等
に
慎
重
に
配
慮
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
規
模
な
施
策
と
か
、
重
点

施
策
を
進
め
て
い
る
課
程
に
は
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
確
保
で
き
に
く
い
も
の
も

あ
る
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
切
実
に
求

め
て
い
る
「
里
づ
く
り
」
「
心
づ
く
り
」

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
も
、
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
政
の
勇
気
と
決
断
力
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
、
職
員
と
一
体
と
な
っ

て
、
町
民
の
方
々
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

よ
う
な
町
政
を
推
進
し
た
い
と
い
う
気

持
で
一
杯
で
あ
る
。

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
財
団
法

人
日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
公
正
に
行
っ
て
い
る
が
、
特
殊

施
設
等
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
に
し
て
人
材
が
求
め
ら
れ
な
い
の
で
、

本
当
に
こ
の
方
な
ら
や
っ
て
頂
け
る
と

い
う
確
信
を
持
て
た
場
合
、
い
ろ
い
ろ

と
部
内
で
協
議
・
検
討
し
、
採
用
を
し

て
い
る
。
今
後
と
も
、
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
は
、
公
明
正
大
に
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今年行われた平成4年度町職員採用試験

人
権
擁
護
委
員
に

石
山

豊
氏

八
月
十
五
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
、

出
海
の
石
山
豊
(
五
凹
)
氏
が
当
町
の

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
氏山
た
石
れ々C嘱委ノ¥

l
U
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志
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配
偶
者
に
対
す
る

加
給
年
金
額
の

支
給
停
止
に
ご
註
志

老
齢
厚
生
年
金
及
び
障
害
厚
生
年
金

に
加
算
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
加
給
年

金
値
は
、
配
偶
者
自
身
が
次
の
年
金
等

を
受
け
て
い
る
聞
は
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。①
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
老
齢

年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
(
年
金
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
被
保
険
者
期
間
が
一
一

百
同
十
月
以
上
の
も
の
ま
た
は
中
高
齢

の
資
格
期
間
の
特
例
を
受
け
る
も
の
に

限
る
)
、
障
害
年
金
及
び
障
害
厚
生
年

金
②
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

及
び
障
害
基
礎
年
金

ψ
各
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
退
職
年

金
、
減
額
退
職
年
金
、
退
職
共
済
年
金

一一一一年金関係・人権作文ほか

院医車当

(
年
令
額
の
計
算
の
基
借
と
な
る
組
合

員
朋
問
が
二
百
四
十
月
以
上
心
も
の
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
の
も
の
に
限
る
)
、

障
害
年
金
及
び
障
害
共
済
年
金
等

④
旧
船
員
保
険
法
に
基
づ
く
老
齢
年

金
及
び
障
害
年
令

⑤
恩
給
法
に
悲
づ
く
年
金
た
る
給
付

で
あ
っ
て
退
職
ま
た
は
障
守
口
を
支
給
事

由
と
す
る
も
の

従
っ
て
、
加
給
年
金
額
が
支
給
停
止

と
な
る
と
き
は
、
受
給
権
者
は
「
加
給

年
金
額
女
給
停
止
事
由
該
当
届
一
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
配
偶
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
年
金
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
老
齢
厚

生
年
金
ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
年
金
の
請
求
時
に
お

い
て
、
中
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
在
会
保
喰
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つ

ム

寸

(

は

ぶ

i
H楽し
い
回
出

い
で
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
乙
そ
れ

は
、
私
の
副
り
に
、
勉
強
す
る
に
も

お
し
ゃ
べ
り
す
る
に
も
遊
ぶ
に
も
、

み
ん
な
仲
間
が
い
る
か
ら
で
す
。
仲

間
が
い
る
こ
と
は
、
と
っ
て
も
い
い

こ
と
で
す
。

去
年
、
私
は
、
と
て
も
い
や
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
の
こ
と
で

け
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
人
ほ
つ

ら
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
は
、

早
く
仲
直
り
が
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
、
話
か
け
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
時
の
私
は
、

話
か
ゆ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
き
っ
と

無
視
さ
れ
る
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
気
晴
ら
し
に
、

下
級
生
と
笑
っ
て
話
し
て
明
る
く
み

せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
仁
、
少
し
も

お
も
し
ろ
く
な
い
し
、
楽
し
く
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
の
私
に

は
、
こ
う
す
る
は
か
は
何
も
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

下
校
時
間
に
な
る
と
、
言
い
合
い

に
な
り
、
そ
の
時
だ
け
は
、
自
分
が

白
分
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
も
う
涙
が
た
く
さ
ん
で

て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
、
か
っ
と
な
っ
て
し
ま
い
大
き
く

叫
ん
で
い
た
り
で
、
円
分
で
も
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
私
は
い
つ
も
、
泣
い
て
帰
り
ま

し
た
。
と
て
も
悲
し
ノ
¥
て
く
や
し
い
気

持
一
仁
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
す
。
家
に

帰
っ
て
も
お
母
さ
ん
に
は
泣
き
顔
を
見

せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
泣
く
の
を
が

ま
ん
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
学
校
に
行
く
の
が
す
こ
く

い
や
で
、
不
安
で
、
か
ぜ
に
で
も
な
っ

て
学
校
を
休
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

彊離温調盟購

よ
中
/

て
いつい

達友

六年生小空襲

学
校
な
ん
て
大
き
ら
い
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
朝
、
学
校
に
着
く
と
、

「
お
は
よ
う
。
」
だ
け
一
一
一
一
口
っ
て
、
後
は
、

み
ん
な
が
行
く
所
を
後
か
ら
つ
い
て
行

く
だ
け
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
み
ん
な

の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
本
当
に

つ
ら
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
悲
し
か
っ

た
で
す
。

あ
る
日
、
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ほ
う
。
」

と
話
か
け
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

と
び
上
が
る
ほ

す
。
や
っ
ぱ
り

い
と
話
し
て
い

し
ハ
年
生
の
時

中
で
言
い
争
い

あ
り
ま
す
。
そ

び
っ
く
り
し
て

が
一
番
シ
ヨ
ソ

は
、
什
分
の
好
き
な
人
の
名
前
を
言
f

わ
れ
た
時
で
す
。
そ
の
時
の
私
は
、

0
0ち
ゃ
ん
に
だ
き
つ
い
て
、
泣
き

ま
ね
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
悲
し
く

な
っ
て
本
当
に
泣
い
て
し
ま
い
ま
し

た
c

そ
の
時
辻
、
悲
し
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
だ
け
ど
、
後
か
ら
腹
だ
た

し
さ
と
く
や
し
き
で
ど
う
し
ょ
う
も

な
か
っ
た
で
す
。

で
も
今
は
、
も
う
そ
ん
な
こ
と
忘

れ
ま
し
た
。
も
う
腹
も
立
つ
て
な
い

し
に
く
ん
で
も
い
ま
せ
ん
。
友
達
は
、

私
に
と
っ
て
大
切
な
友
達
が
い
る
か

ら
白
分
が
生
き
て
い
け
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

月 口 当直医院 電話番号

11/22 清水医院 52-2883 

11/23 石村病院 52一け275
ト一一一一一一

11/29 米川医院 52-0165 

12/6 岡田民日立
12/13 菊地[云

山門屋医院巴ぺ

i診療]救急患者の方のみ
[受付]午前10:OO~午夜 5 : 00 

豊富原則として往診は致しません。
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現在長浜町の財
財政状況の公表

長浜町の財政事情の作成および公表

に関する条例により平成4年度9月末

現在の財政状況を公表します。

平成4年11月 長浜町長上田邦彦

歳出(使うお金) (単位・千円)

f意円

日自
4 

2 

国民健康保険

lAコ晶子算額 972，407千円

株特ダ収入済額 四，105千円

~--fffYÇ) 支出済額 331，364千円

老人保健

鐸予算額1.162.55叩

収入済額 444，095千円

支出済額 460，405千円

予算額

収入済額

支出済額

水道事業会計

収益的収入済額

収益的支出済額

88，701千円

77，946千円

9，575千円

1，530千円

4，698千円

予算額 29，010千円

収入済額 5，265千円

支出済額 11 ，445千円

工業用水道事業会計

収益的収入済額

収益的支出済額

11，219千円

9，471千円

執
行
額
(
す
で
に
使
っ
た
金
額
)

予
算
額
(
使
う
予
定
の
金
額
)

計

7，004，896 

2，0l2，117 
28.7(%) 

予算額 205，923千円

収入済額 0千円

支出済額 6，541千円

税別収入状況
(単位千円)

税 種 日Ij 予算額 収入済額

町 民 税 244，860 166，029 

固定資産税 230，947 165，285 

軽自動車税 13，375 13，637 

たばこ税 43，807 24，660 

特別土地保存税 1 。
1口〉、 言十 532，990 369，611 
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予算額

執行額
(執行率)

平成4年度。月末

(単位.千円) 歳入(はいるお金)

と

完成が待たれる白滝滝めぐり遊歩道

、話芸持
E 胃

7，004，896 

3，082，845 

440(%) 

着々と整備が進む櫛生漁港と国道378号

来年から授業開始されるパーソナルコンビュ ター(長浜中)



健康のための食生活

錨麗づ《窃ゆ京語窃む1主 第 3圃

日韓鵬{ま と聾惑と帯えて 1

腫肪はとりす曹、えまいように

「日本人の栄養所要量」では、 J 日に摂取することが望ましい脂肪の量について、総摂取エネルギーに

占める脂肪エネルギーの割合として定められています。すなわち、 A般成人の場合は20~25% 、発育の盛

んな青少年やきつい生活活動で多量のエネルギーを必要とする人の場合は25~30% が適当であるとされて

います。 脂肪の多い主な食品

この割合は、てんぷら油やバターなど油脂だけでなく、肉や

魚、などの食品中の脂肪を含んだものですから、食品の選択も気

をつけて脂肪をとりすぎないようにすることが大切です。

食 口口口
1グフム当りの
エネルギー

ベーコン、バター 8 kcal 

マヨネーズ、ごま、

なお、脂肪の多い食品は右図のとおりです。成人男性(体重

60kg)が消費する 1日のエネルギーは約 2，200k cal (キロカロ

リー)ですので、エネルギーの多い脂質源をあまり取り過ぎる

ピーナッツ、ポテト 5. 3 3 kcal 
チップなど

牛肉霜降り、豚パラ
4 kcal 

肉など

生クリーム、プレス

ハム、ウインナーソー 2. 7 kcal 
セージなど

上醸蓄と超えた指腸エネルギー比

昭和63年の国民栄養調査でみた日本人の平均脂肪エネルギー比は25.5%

になっています。適正範囲は25%が上限ですから、脂肪のとり方に赤信号

がともったことになります。健康のため、脂肪のとり方に注意しましょう。

エネんギー比から算出した臨肪喪鞍量

脂肪の適正摂取量は、日本人の栄養所要量では、脂肪エネルギー比で示されています。それに基づいて

算出された一日当たりの適正量の目安は、次のとおりです。 幼児期 30~5017 学童期 40~6017 

思春期 60~8017 青年期 40~6017 成人期 40~60r' 老年期 30~50r' 

なお、動物性脂肪と植物性脂肪の割合は、 1対 1または 1対 2とし、植物性脂肪が多くなるようにしま

しょう。

ヱネ)Lo=¥=='ーの多い一品料理

右図のような牟品料理には、脂肪を含んだ脂質品が

多く使われており、カロリーも白然と高くなりがちで

す。消費量を考えた食生活で、健康な毎日を送りましょ

つ。

メニュー

豚カツ定食

カ ツ 井

チャシュー麹

ポークカレー

kcal 

768 

680 

680 

672 

メニュー kcal 

ミートスパゲッテイ 584 

親 子 井 528 

にぎりずし(一人前) 512 

ミックスサンド 464 



~9ー

せ

大
洲
警
察
署
管
内
で
は
、
十
月
-
二
十

一
日
か
ら
十
一
一
月
三
十
一
日
の
期
間
を

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

対
策
期
間
と
し
、
若
者
に
よ
る
重
大
事

故
防
止
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

す。
管
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、
八

月
末
ま
で
に
七
十
六
件
発
生
し
て
お
り
、

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
関
係
す
る
人
身

事
故
は
、
実
に
十
件
に
回
。
五
件
の
割

合
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
あ
る
大
学
教
授
の
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
、
事
故
を
起
こ
し
た
ヤ
ン
グ

ド
ラ
イ
バ
ー
に
共
通
す
る
心
理
は
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
い

皆
さ
ん
1

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

、v
①
多
く
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
自
分
が
起

こ
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

②
人
が
、
」
れ
ほ
ど
簡
単
に
死
ぬ
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
自
動
車
利
用
の
メ
リ
ソ

ト
だ
け
考
え
、
車
の
危
険
性
な
ど
を
考

え
な
い
。

③
涙
を
流
し
て
反
省
し
て
も
、
車
を

操
縦
す
る
魅
力
に
抵
抗
で
き
ず
、
す
ぐ

に
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
。

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
1

事

り知一一一一一お

大

掛i
蓮華

察

署

i

故
を
起
こ
し
て
か
ら
「
計
気
の
い
た
り

で
し
た
よ
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
誰
も
そ
の
責
任
を
代
わ
っ
て
は
く

れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
の
は
あ
な
た
の
安

全
運
転
に
対
す
る
自
覚
と
実
践
で
す
。

ま
た
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が
非
常
に
悪
い
よ
う

で
す
。
運
転
す
る
と
き
も
同
乗
す
る
と

き
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
装
し
ま

し
ょ
、
つ
。

毎
年
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
「
国
際
化
ふ 事故で大破した若者の車

さ
わ
し
い
人
権
を
育
て
よ
う
」
「
い
じ

め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
」
「
部
落
差

別
を
な
く
そ
う
」
「
女
性
の
地
位
を
高

め
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
の
五
項

目
を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、

近
所
の
も
め
ご
と
、
子
供
の
い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
ま

た
は
そ
の
支
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

長
浜
・
黒
田
進
(
宮
5
2
1
0
3
6
9
)

出
海
・
石
山
豊
(
宮
5
3
1
0
5
7
6
)

柴
・
土
居
孝
童
(
宮

5
4
0
0
0
2
)

下
須
戒
。
菅
幸
子
(
宮
5
2
0
2
6
4
)

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
子
帳
の

交
付
を
受
け
て
、
十
二
月
一
日
現
在
長

浜
町
に
住
ん
で
お
り
、
住
民
登
録
を
し

て
い
る
方
に
は
、
次
の
と
お
り
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
・
一
一
級
の
方
:
・

五
千
円
マ
三
園
四
級
の
方
・
:
四
千
円
V

五
・
六
級
の
方
・
:
三
千
円

{
樺
育
手
帳
}
A
の
方
:
・
五
千
円
マ

B

く 結ごな定 の f一一一一一一一一一~~~~-...一一一一一一一一一一一一一一:

E守宅竺 12二千 i -晴樹虫歯請みですか一
く行日ばれ見凹 B J 

O はいかなた舞千 i 戦後強制鞠寵審
まらり様金円

立て露王寺星。 i の量権へ
福 福ん申け l E 

祉 祉 0 請る ; 平和祈今事業特別基金(総理府所管の認可 i
課 課受手た : dU  

へ 又付続め :法人)では、戦後、旧ソ連またはモンゴルの:

事 zq是;j i地域において強制抑留された方、またはその i
ね 連十し 、 ;ご遺跡、内閣総理大臣名の慰労品(書状 : 

いた i銀杯)を贈呈しています。 i 
~ >rlヘ Htぺ i また、これらの方々のうち、年金思給や公 i
た郵 i務員の共済年金などを受給されていない方に i
o イ更

ポ iは、更に慰労金 (10万円)が支給されます。
ス

bti i請求期限}平成 5年3月31日まで
幸; {請求書類の送付@お問い合わせ先}

E 

事 i 平和祈念事業特別基金(雷03~~3945-4703)

ZJiなお詳しくは、役場福祉課まで。
行;一一一一一一一一一一一==~.....~......."'...."'..一一一一一一一-J

伊
予
長
浜
郵
便
局
で
は
、
日
の
不
自

由
な
方
が
郵
便
を
利
用
し
や
す
く
す
る

こ
れ
は
、
「
愛
の
あ
る
郵
便
サ
ー
ビ

ス
」
の
一
環
と
し
て
、
郵
政
省
が
全
国

的
に
展
開
し
て
い
る
も
の
で
、
当
長
浜

管
内
で
も
、
す
べ
て
の
ポ
ス
ト
に
表
示

さ
れ
ま
し
た
。

点字表示された町内のポスト

町
民
の
皆
さ
ん
、
切
符
は
長
浜
駅
で
買

あ
な
た
の
買
わ
れ
る
切
符
一
枚
も



10-

優
勝
は
ラ
ッ
キ
ー
ズ

B

5
第
六
囲
レ
ク
バ
レ
I
大
会
i

ルポ・文芸

十
月
十
一
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・

で
伊
予
長
浜
郵
便
局
主
催
に
よ
る
第
六

同
レ
ク
リ

J
l
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
、
十
五
チ

1
ム
約
百
五

十
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

な
お
、
優
勝
は
一
フ
ソ
キ
l
ズ
B
で却下

優
勝
は

J
A
長
浜
、
一
一
一
位
は
長
浜
コ
ス

モ
ス
で
し
た
。

だ
い
ば
ん

ピ
ッ
ク
リ

j
p日
山
問
で
お
神
楽
奉
納
j

九
月
一
二
十
日
、
ム
円
沌
の
白
山
園
で
お

神
楽
奉
納
が
行
わ
れ
、
関
係
者
、
白
滝

保
育
所
園
児
ら
合
わ
せ
て
約
六
十
人
が

参
加
し
た
。

リ

~~フ

だいばんに健康を祈願するお年寄りと子供たち

こ
れ
は
、
秋
の
交
通
安
全
期
間
中
に

お
年
よ
り
と
園
児
の
無
事
故
と
健
康
を

祈
願
し
て
行
わ
れ
た
も
の
υ

藤
間
一
花

さ
ん
に
よ
る
踊
り
や
別
宮
康
夫
白
滝
安

協
支
部
長
扮
す
る
だ
い
ば
ん
な
ど
の
余

興
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
安
九
仁
を
祈
願

し
た
。

力
を
合
わ
せ
て
ワ
ッ
シ
ョ

ー
長
浜
挟
ま
つ
り
j

十
月
十
日
旧
町
内
で
秋
祭
り
が
行

蓑
」
い
こ
こ
ろ
か
む
パ
ー
モ
エ

i

熱い戦いを繰り広ける選手たち

j
ダ
l
ク
ダ
ッ
ク
ス

コ
ン
サ
ー
ト
j

十
刀
一
一
十
五
円
、
長
浜
高
校
体
育
館
で
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
「
日
本
の
歌
・
こ
こ
ろ
の
歌
」

を
テ
l
マ
に
置
き
、
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス

の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
小
学
生
左
の

共
演
な
ど
で
、
「
川
手
の
歌
」
「
手
の

ひ
ら
に
太
陽
を
一
「
雪
山
賛
歌
」
な
ど

の
名
前
が
唄
わ
れ
、
会
場
の
聴
衆
を
魅

わ
れ
、
臣
官
以
中
生
徒
が
御
神
輿
三
体
を

担
ぎ
町
内
を
練
り
歩
い
た
。

持
年
、
一
。
二
回
三
年
生
に
分
か
れ

て
担
い
で
い
る
神
輿
の
一
体
を
、
今
年

は
女
子
生
徒
が
桐
一
ぎ
、
皆
で
力
を
合
わ

せ
て
「
ワ
ア
ン
ョ
イ
/
¥
」
と
男
子
生

徒
に
負
け
な
い
元
気
さ
で
、
町
内
を
棟

り
歩
い
た
c

了
し
た
。画

一直

日
白
滝
畔
句
会
H

威勢よくおみこしを担ぐ女子生徒

秋
蓄
被
の
槌
れ
る
挟
扉
墓
荒
る
る

上

回

ス

ミ

傘
で
萩
受
ゆ
て
一
長
門
よ
り
入
る

清

水

禎

子

私
福
栄
老
の
生
き
ざ
ま
疑
ひ
っ

上

田

正

少
女
に
も
小
さ
な
秘
め
-
)
レ
一
菜
の
花

都
築
い
ち
子

る
り
色
の
水
平
ら
か
に
沼
の
秋

上
田
ミ
ツ
子

大
師
堂
行
く
手
ふ
さ
ぎ
し
彼
岸
花

二
円
菊
枝

新
涼
や
一
昨
汚
染
め
ぬ
く
紺
暖
簾

森

附

好
天
の
稲
架
解
く
允
一
ー
に
鳶
の
舞
ふ

美しし、ハモニーで官買うダ クタックスと子供たち

手央
ぴ3

'112: 
ペコ
遺
仁3
口口

σコ
荷台ζ

埋
上は平
田か井
とと

ぎ:ら松
子ず二jこ

信長

句

H
H

自
滝
小
学
較
六
年
H

ゅ
う
ゅ
う
と
夕
焼
け
に
飛
ぶ
亦
ト
ン
ボ

大

西

直

樹

赤
ト
ン
ボ
用
ノ
ル
ほ
の
上
で
運
動
会

上

野

寿

行

品
つ
ぼ
に
も
み
じ
の
絵
の
具

落

ち

て

い

く

沖

野

信

一

か
れ
葉
落
ち
あ
っ
と
い
う
聞
に
丸
坊
主

山

下

純

子

状
風
に
木
の
葉
ひ
ら
り
と
舞
い
落
ち
る

泉

刊

出

U

怖
く
わ
え
夕
焼
け
空
を
飛
ぶ
か
ら
す

上

杉

恵

巨

夕
焼
け
仁
負
什
ず
に
燃
え
る
彼
岸
花

土
帯
川
尚
一
長

夕
暮
れ
に
家
路
を
い
ァ
ヌ
¥
赤
ト
ン
ボ

橋
本
奈
津
江

衣
か
え
た
ん
す
の
中
は
も
う
冬
に

尾

上

絹

代

柿
実
り
味
見
を
楽
し
む
カ
ラ
ス
た
ち

児
玉
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②
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。
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一
六
十
日
市
}
O①
袖
野
邪
夫
(
長
浜
-

8
砂
6
②
玉
井
直
一
也
(
長
浜
)

8
秒
8

州
一
河
巾
健
志
(
出
海
)
9
秒
3

一円

M
川
一
①
玉
井
達
也
r

長
浜
)
比
秒
1
②
一
六
十

M
一
O
①
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③
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②
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①
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②
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∞
馬
場
あ
ゆ
み
(
長
沢
~
日
秒
8

智
裕
也
(
片
浜
)
山
秒
8
③
林
山
堅
太
②
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①
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①
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③
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③
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②
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⑫
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、
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を
見
て
何
事
に
も
会
一
千
、
平
等
に
物
事
を
忽
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込
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厚
生
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一
ド
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い
て
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談
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れ
た
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万
は
、
お
気
軽
に
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さ
い
も

一
日
時
一
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一
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日
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午
前
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時

i
午
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四
時
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日
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午
前
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時
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長
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西
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。
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簡
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ン
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ガ

ン
一
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和
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。
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海
と
も
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母
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山

勝
子
会
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製
本
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海
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小
設
備
充
実
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行
委
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本
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松
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長
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:
テ
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交
信
機
四
台

と
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デ
オ
テ
ー
プ
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ー
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ー
四
台
を
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川
小
学
校
へ
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生
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で
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う
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イ主櫛須櫛 ;rjJイ主白長豊黒白沖
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月
届
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分
(
敬
称
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)

戸fi
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護
者
氏
名

続
ヰi有
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村I 長輝司

長
男
長
女
二
男
長
男
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届
出
分
へ
敬
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略
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戸iJi

氏

名

ヰミ;尺 F主 ir#

漬
田
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大
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名
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亡
時
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齢

¥
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〈
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称
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(
九
二

(七一一一)

(
八
一
)

(
八
八
)

(
六
八
)

(
八
四
)

広報ながはま

半いもので今年も残り少な

くなった。 ト一月三日は文化

の目。同十四年前(一九四八

年)に制定され「白出と平和

を愛し文化を進める|日とし

た。各地ではざま~まな文化、

芸術の行事が催される。文化

勲阜の授与もある スポーツ、

読書、行楽などにも好手節 c

rtJでも実りの秋として農家は
存ぴ、味覚に人々は酔う。

「実る程頭の垂れる稲穂かなJ
の名句を知らぬ人はあるまい J

それにしても、先生と尊ばれ

る政治家速の中には、政治資

金の問題ペコ贈収賄で国民の信

車頁をそこねる者のあることは

残念でならないれ今こそ全国

民が円ざめ、政治倫理の確、γ

を図らねばならない。そごか

ら信頼できる政治が行われる。

十五日は七，五・三。三寸三

日は勤労感謝の日。全家肢を

あげて子供の健全な成長を祈

り、家族をあげて勤労への感

謝を捧げあい家族の幹を深め

て往たしいυ IffJには、 日オ三--を

誇る紅葉の名所白滝のある事

は誇らしい k、 層施設の充実

を図り町おこしに一役果たし

て欲しい。菊は家々に香る L

家族あげての行楽期の観昌一、

出石寺、白i屯などへの散策も
郷土の良さを見直す絶好の時

甥ではな 7う、ろうか。

可温圃・・・・~盟'耳国，
、園田掴12窓率翠.，
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見

徳
本
ト
ヨ
子

沖
野
ア
サ
子

児
名

畿圏記一里

一
段
と
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
き
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
?
(
寒
さ
の
サ
士
皐
な
私
は
、

す
で
に
暖
房
器
具
の
と
り
こ
に
:
:
:
J

ま
た
、
こ
う
寒
く
な
る
と
重
ね
着
す

る
せ
い
か
、
肩
凝
り
で
悩
む
人
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。
円
凝
り
は
、
首
筋
、

首
の
付
け
根
、
肩
甲
骨
に
か
け
て
重
苦

し
い
不
快
感
で
、
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、

不
自
然
な
姿
勢
な
と
が
原
岡
で
起
，
)
り

ま
す
。
肩
凝
り
を
直
す
基
本
は
、
筋
肉

会
温
め
て
ほ
ぐ
し
、
血
管
を
拡
張
さ
せ

て
血
液
の
流
れ
を
よ
く
す
る
こ
と
で
す

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
公
ど
で
体
を
ほ
ぐ
す

の
も
、
一
つ
の
治
療
法
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

三
」
て
、
十
一
月
は
「
も
み
じ
の
季
節
」

で
す
η

山
花
で
も
紅
葉
し
始
め
て
い
ま

す
。
肩
凝
り
の
費
方
、
も
み
じ
狩
り
で

リ
ブ
レ
ソ
シ
ュ
し
て
み
て
は
;
。
一
い
)

皇主語

4喝↑専じ
男紀 i也、樹

数

人口をふやしましょう

入

9月末現主 i古川との比較

11，039人 8人増

(:::;!日)|(::23)
3，724世'rlJニ 91日'r13寸曽

宅廿
千百官世口人
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